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青森県文化観光立県宣言

地域の活性化を目指し

『玉松の活力の火』を採火
蓬田村カウントダウンイベント

七
月
十
六
日

、
青
森
県
文
化

観
光
立
県
宣
言
に
伴
う
、
蓬
田

村
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト

が
玉
松
台
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

青
森
県
を
六
広
域
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け

、
青
森
広
域
ブ
ロ
ッ
ク

は
タ
イ
ト
ル

「
穏
や
か
な
る
陸

奥
湾
の
恵
命

・
ブ
ル
ー
ロ
ー
ド

の

灯

火

」
、

サ

ブ

タ

イ

ト

ル

「
手
渡
そ
う
歴
史
の
灯
火
」

と

し
て

、
七
月
十
四
日

、
三
厩

村

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

玉
松
台
で
は

、
「
玉
松

の
活

力
の
火
」
と
し
て
花
火
の
合
図

と
と
も
に
マ
イ
ギ
リ
式
と
呼
ば

れ
る
火
起
こ
し
が
始
ま
り

、
蓬

田
幼
稚
園
児
の
大
声
援
の
も
と

無
事
採
火
さ
れ
ま
し
た
。

火
起
こ
し
作
業
中

、
蓬
田
権

現
様
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
が

披
露
さ
れ
、
獅
子
頭
、
大
太
鼓
、

小
太
鼓
、
大
夫
と
い
う
構
成
で

会
場
狭
し
と
振
る
舞
わ
れ
、
交

通
安
全
、
家
内
安
全
さ
ら
に
は

五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。

「
玉
松
の
活
力
の
火
」

は
、

玉
松
を
中
心
に
地
域
の
活
性
化

を
図
り
、
発
展
し
て
い
き
た
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
蓬
田
村
民
一
人
ひ
と
り
の

意
気
込
み
の
灯
火
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
後
、
古
川
正
隆
村
長
よ

り

「
今
こ
こ
に
採
火
さ
れ
た
玉

松
の
活
力
の
火
は
、
わ
が
蓬
田

村
民
の
心
を
一
つ
に
し
た
灯
火

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
玉

松
台
を
中
心
に
わ
が
村
の
観
光

拠
点
を
図
り
、
村
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
文
化
観
光
面
は
も
と

よ
り
、
健
康
福
祉
面
も
併
せ
て

広
く
提
供
し
た
い
。」
と
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

採
火
さ
れ
た
灯
火
は
、
ラ
ン

プ
ケ
ー
ス
に
、
三
厩
村
、
今
別

町
、
平
舘
村
、
蟹
田
町
の
各
灯

火
と
と
も
に
収
め
ら
れ
、
平
内

町
、
青
森
市
と
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。

七
市
町
村
の
灯
火
は
、
七
月

十
九
日
三
内
丸
山
遺
跡
で
、
六

十
七
市
町
村
の
灯
火
と
し
て
一

つ
に
な
り
ま
し
た
。

青
森
県
文
化
観
光
立
県
宣
言

は
、
二
十
一
世
紀
の
新
た
な
観

光
の
姿
と
し
て
、
文
化
性
を
も

重
視
し
た
観
光
を
目
指
す
と
と

も
に
、
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自

然
や
文
化
の
交
流
を
通
し
て
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

青森県文化観光立県宣言 2



七
月
十
九
日

、
三
内
丸
山
遺

跡
に
お
い
て
、
青
森
県
文
化
観

光
立
県
宣
言
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
併
せ
て
ふ

る
さ

と
大
祭
典
も
行
わ
れ
、
県
内
の

伝
統
的
郷
土
芸
能
お
よ
び
太
鼓

等

が
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
演
舞
、

演
奏
さ
れ
、
会
場
は
立
ち
見
席

が
出
る
ほ
ど
の
観
客
で
埋
ま
り

ま
し

た
。

本
村
か
ら
は
、
玉
松
太
鼓

が

出
演
し
ま
し
た
。
演
奏
に
先
立
っ

て

「
玉
松
太
鼓

は
、
『
村
の
昔

と
・
今
と
・
未
来
』

を
表
現
し

て

い
ま
す

。
」

と
説
明

が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
後
演
奏
に
入
り
、

に
ぎ
や
か
な
大
漁
太
鼓
、
さ
な

ぶ
り
太
鼓
、
祝
い
太
鼓
と
続
き
、

全
四
曲
を
お
よ
そ
三
十
分
間
た
っ

ぷ
り
と
演
奏
し
、
威
勢
の
良
い

バ
チ
さ
ば
き
で
玉
松
太
鼓
の
響

き
を
三
内
丸
山
遺
跡
の
会
場
い
っ

ぱ
い
に
と
ど
ろ
か
せ
て
い
ま
し

た
。太

鼓
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
玉
松

太
鼓
を
含
め
、
平
内
町
の
ほ
た

て
太
鼓

、
蟹
田
町

の
風
太
鼓
、

浪
岡
町
の
み
ち
の
く
太
鼓
、
碇
ヶ

関
村
の
関
所
太
鼓
と
五
町
村
の

太
鼓
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。青森県文化観光立県宣言式典

玉松太鼓、三内丸山遺跡に響きわたる

蓬
小
ト
イ
レ

水
洗
化
！

念
願
の
蓬
田
小
学
校
ト
イ
レ

水
洗
化
工
事
が
、
夏
休
み
期
間

中
に
施
工
さ
れ
、
完
成
し
ま
し

た
。工

事
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
順

調
に
進
み
、
二
学
期
か
ら
児
童

た
ち
は
、
新
し
く
水
洗
化
さ
れ

た
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
児
童
用
ト
イ
レ
ニ
カ

所
の
ほ
か
に
教
職
員
用
ト
イ
レ

も
併
せ
て
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

内
外
壁
も
新
し
く
塗
り
替
え
ら

れ
、
清
潔
で
快
適
な
ト
イ
レ
と

な
り
ま
し
た
。

青森県文化観光立県宣言／小学校水洗トイレ完成3



総
合
優
勝
は
瀬
辺
地
自
治
会
！

七
月
二
十
六
日
、
自
治
会
対

抗
第
四
十
回
村
民
体
育
祭
が
、

村
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。午

前
八
時
四
十
五
分
、
花
火

の
合
図
と
と
も
に
選
手
団
の
入

場
が
始
ま
り
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
衣
装
や
交
通
安
全
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
手
に
行
進
し
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

、
各
自

治
会
の
栄
誉
を
か
け
て
、
障
害

競
争
、
綱
引
き
、
リ
レ
ー
な
ど

十
七
種
目
の
競
技
に
撓
み
、
応

援
の
テ
ン
ト
か
ら
、
盛
ん
に
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
な
が
ら
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
は
、
消
防
団
リ

レ
ー
や
自
治
会
対
抗
リ
レ
ー
で

高
得
点
を
得
た
瀬
辺
地
自
治
会

が
、
見
事
総
合
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

4第40 回村民体育祭
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自

治

会

対

抗

リ

レ

ー

自
治
会
対
抗
障
害
リ
レ
ー

長
　
　

縄
　
　

跳
　
　

び

消
　
防
　
団
　

リ
　
レ
　
～

高
　
齢
　
者
　
玉
　

入
　
れ

自
　

治
　
会
　

綱
　
引
　
き

少
　

年
　

綱
　

引
　

き

走

り

幅

跳

び
（

男

子

）

砲

丸

投

げ
　

（
女

子

）

砲

丸

投

げ
　

（

男

子

）

中
　
　
学
　
　
生
　
　
以
　
　
上

１
，
５
０
０
メ
ー
ト
ル
（
男
子
）

中
　

学
　

生
　

以
　

上

Ｉ
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル
（
女
子
）

小

学

５

・

６

年

の

部

１
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル
（
男
子
）

小

学

５

・

６

年

の

部

８
０
０
メ
ー
ト
ル
（
女
子
）

幼
　
　
児
　
　
リ
　
　
レ
　
　
ー

成
　
　

人
　
　

障
　
　

害

少
　

年
　

リ
　
　
レ
　
　
ー

入
　
　

場
　
　

行
　
　

進

総
　
　

合
　
　

の
　
　

部

瀬
　

辺
　
地

郷
　
　
　

沢

中
　
　
　

沢

瀬
　

辺
　
地

高
　
　
　

根

宮
　
　
　

本

蓬
　
　
　

田

吉

田

智

範

（
中
沢
）

久

慈

優

子

（
広
瀬
）

坂

本

豊

昭

（
長
科
）

小

鹿

功

二

（
長
科
）

藤

本

奈

七

（
長
科
）

柿

崎

勇

太

（
広
瀬
）

青

木

香

織

（
阿
弥
陀
川
）

宮
　
　
　

本

長
　
　
　

科

長
　
　
　

科

阿

弥

陀

川

瀬
　

辺
　

地

（
7
3
占
一
）

一
位

郷
　
　
　

沢

広
　
　
　

瀬

蓬
　
　
　

田

瀬
　

辺
　
地

郷
　
　
　

沢

長
　
　
　

科

高
　
　
　

根

中
　
　
　

沢

久

慈

勝

造

（
高
根
）

大
宮
美
保
子

（
郷
沢
）

青
　

木
　
敬

（
阿
弥
陀
川
）

久

慈

勝

義

（
高
根
）

八

戸

敬

子

（
阿
弥
陀
川
）

松

本

健

吾

（
長
科
）

藤

本

結

子

（
長
科
）

中
　
　
　

沢

高
　
　
　

根

中
　
　
　

沢

中
　
　
　

沢

蓬
　
　
　

田

長
　
　
　

科

（
7
2
占
一
）

二
位

中
　
　
　

沢

瀬
　
辺
　

地

高
　
　
　

根

／ 中
　
　
　

沢

蓬
　
　
　

田

郷
　
　
　

沢

郷
　
　
　

沢

久

慈

勝

義

（
高
根
）

稲
葉
ひ
と
み

（
高
根
）

坂
　

本
　

太

（
中

沢

）

藤

田

裕

己

（
中
沢
）

武

井

友

美

（
蓬
田
）

中

川

将

太

（
郷
沢
）

八

幡

郁

美

（
宮
本
）

阿

弥

陀

川

蓬
　
　
　

田

広
　
　
　

瀬

／ 郷
　
　
　

沢

（
7
1
占
一
）

三
位
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カメラ

本格的な観光シーズンを迎えた７月17日、蓬田

小学校青少年赤十字団（小学４年生以上の児童）

と高齢者教室生約250人が、玉松海水浴場と玉松

台を清掃奉仕しました。

高齢者の人たちは草刈機やかまを手に、児童は

ビニール袋を片手に、空き缶や紙くずなど海辺の

ゴミを拾い集めました。

真夏の焼けるような暑い日差しの中での作業で

したが、海水浴場と玉松台はすっかりきれいにな･

りました。

奉仕活動、大変ご苦労様でした。

大型離岸堤竣工式

ア　 イ

清掃奉仕ありがとう

７月21日、玉松海水浴場で工藤副知事はじめ関係

者150 人出席のもと、玉松海岸大型離岸堤竣工式が

盛大に行われました。

会場には、小学５年生から中学３年生までの子ど

もたちが描いた離岸堤に関係する図画93点が展示さ

れ、式典では村連合婦人会（清水幸子会長）29人が、

テープカット会場前の広場で輪になり、蓬田音頭を

披露して、大きな拍手を浴びていました。

カメラアイ 6



●
挨
拶
も
　
長
い
梅
雨
の
　

く
ど
き
節
　
　
　
　
　
　

勇
　

三

●
綿
入
れ
を
　

手
に
し
て
梅
雨
の
　
明
け
を
待
つ
　
　

清
　

春

●
左
脳
に
　
梅
雨
前
線
が
あ
る
　

偏
頭
痛
　
　
　
　
　

文
　
明

●
梅
雨
空
に
　
真
昼
の
月
を
　

模
索
す
る
　
　
　
　
　

富
　

栄

●
子
と
カ
エ
ル
　

梅
雨
に
歌
え
ば
　

マ
マ
頭
痛
　

啓
　
子

●

入
梅
と
　

や
ま
せ
の
稲
に
　
笑
顔
消
え
　
　
　

瓢
　

一

●
長
梅
雨
で
　

医
者
も
薬
も
　

効
き
め
な
い
　
　
藤
　

久

●
つ
ゆ
空
と
　

景
気
低
迷
　

い
つ
晴
れ
る
　
　
　

森
　

勝

交通安全マスコット配布

７月25日、村交通安全協会（坂本登会長）

は村交通安全母の会（中川菊美会長）、村

交通少年団、吉崎助役、鎌田警察署長はじ

め関係者50人参加のもと、玉松海水浴場前

の国道で道行くドライバーに 手づくりマ

スコット、チューインガム、あめ、チラシ

を配布し安全運転を呼び掛けました。

当日は、快い天気に恵まれ、制服姿がり

りしい交通少年団の「シートベルトを忘れ

ず、安全運転を心掛けて下さい」の言葉に

ドライバーも笑顔でこたえていました。

子供会リーダー研修会
７月29日、村中央公民館主催の子ども会リー

ダー研修会が、２泊３日の日程で、玉松海水
浴場を主会場に行われました。
各地区子ども会から推薦された小学４年か

ら中学２年までの28人が、リーダーとしての
役割や心構えについて学びました。
テント設営や野外炊飯、八甲日登山などを

行い、特に最後の夜は歌やゲームで最高の盛
り上がりをみせました。

また、三内丸山遺跡では、こはくのアクセ
サリー作りに挑戦し、出来栄えを競い合いま
した。

ヤマセの影響で、メインイベントのキャン
プファイヤーはできませんでしたが、子ども
たちは、３日間の研修会を有意義に終えまし
た。

楽しいな！ 宵宮祭り

金魚すくいや綿アメ。たこ焼きやお面の

出店。花火に興じる子どもたち。車座になっ

て一杯飲みながら話しが弾む大人たち。

７月10日、阿弥陀川地区の稲荷神社で宵

宮祭りが行われ、子どもから大人まで大勢

でにぎわいました。

この祭りは、稲荷神社が５月から大鳥居

の改築に着手し、これが完成したのを機会

に、10数年ぶりに行ったものです。

近年、村内では、宵宮祭りを行う地区が

少なくなり、隣りの蓬田地区を始め瀬辺地、

広瀬地区からの親子連れも楽しんでいまし

た。

カメラアイノ川柳北緯41°

今
回
の
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン

大
会
で
は
、
蓬
日
村
か
ら

五
人
の
鉄
人
が
参
加
し
ま

す
。皆

さ
ん
、
熱
い
声
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

７



玉
松
海
ま
つ
り

れ
な
い
よ
う
に
牛
ヤ
ッ
千
す
る

爆
弾
ゲ
ー
ム
、
浮
綸
手

」ゞ
ぎ
レ
ー

ス
、
ど
ろ
ん
二
幅
跳
び
な
ど
が

行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
賞
品
を

子
に

、
そ
れ

ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
者
は

二
昌
一
憂
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
省
青
森
工
事
事

務
所
主
催
に
よ
る
抽
選
会
で
は
、

浮
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
な
ど
の

賞
品
が
当
た
０
大
好
評
で
し
た
。

同
時
に

、
青
森
海
岸
の
歩
み
を

パ
ネ
ル
に
し
た
写
真
展
が
行
わ

れ
、
変
わ
り
ゆ
く
海
岸
を
熱
心

に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

八
月
七
日
、
青
森
県
市
町
村

振
興
協
会
の
自
治
宝
く
じ
助
成

事
業
か
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

車
コ
ス
モ
ス
号
と
ア
イ
リ
ス
号

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
車
は
、
寝
た
き
０
老
人

や
介
護
を
要
す
る
痴
ほ
う
性
老

人
等
の
介
護
に
活
躍
し
ま
す
。

今
後
予
定
し
て
い
る
二
十
四

時
間
サ
ー
ビ
ス
派
遣
体
制
を
推

進
す
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

在
宅
福
祉
の
充
実
に

七
月
六
日
、
坂
本
祐
一
さ
ん

（
長
科
）

が
役
場
を
訪
れ
、
古

川
村
長
に
寄
付
金
十
万
円
を
手

渡
し
ま
し
た
。

頂
い
た
寄
付
金
は
、
村
の
修

学
奨
励
金
貸
与
基
金
の
一
部
に

活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

善
意
の
心
あ
０
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

玉松海まつ 少98

'9

8

八
月
二
日

、
玉
松
海
水
浴
場

に
お
い
て

。玉
松
海
士
つ
0
9
8″

が
行
わ
れ
、
約
六
百
人
の
海
水

浴
客
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ヤ
マ
七
に
雨

が
混
じ
る
最
悪

な
天
候
の
中
、
主
催
者
の
坂
本

拈
一
村
観
光
協
会
長
が
あ
い
さ

つ
の
後
、
宝
さ
が
し

が
始
ま
り
、

砂
浜
に
埋
め
ら
れ
た
封
筒
を
探

し
出
し

、
テ
ン
ト
や
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
賞
品
と
交
換

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
ラ
ム
ネ
早
飲
み

大
会
、
水
の
入
っ
た
風
貽
を
割

教
育
の
充
実
と
人
材
育
成
に

8

村のために
役立てて



高
齢
者
を
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
蓬
田
村
介
護
教
室
」
の
ご
案
内

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
の
中

で

、
村
の
健
康
問
題
で
あ
る
脳

卒
中
や
痴
ほ
う
、
加
齢
等
に
よ

る
寝
た
き
り
の
増
加
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
者

が
地
域
で
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
村
民

が
看
護
や
介
護
の
心
と
技
術
を

身
に
つ
け
、
お
互
い
に
助
け
合

い

、
支
え
合
え
る
村
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に

、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
各
種
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
青
森
県
で
は
県
民

一
人
ひ
と
り

が
、
ま
ご
こ
ろ
の

こ
も
つ
だ
看
護
技
術
を
身
に
つ

け
す
べ
て
の
人
々
が
福
祉
の
担

い
手
と
な
れ
る
よ
う
「
ま
ご
こ

ろ
ケ
ア
推
進
事
業
」
と
銘
打
ち
、

地
域
に
お
け

る
看
護
・
介
護
教

室
の
開
催
を
平
成
九
年
度
か
ら

推
進
し
て
い
ま
す

。

村
で
も
、
青
森
県
の
事
業
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
平
成
十
年
度

蓬
田
村
介
護
教
室
を
蓬
生
園
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

に
よ
り
、
中
沢
地
区
と
広
瀬
地

区
の
二
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
四
回
、

夜
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
（
四

回
中
三
回
出
席
し
た
方
に
つ
い

て
は
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。）

第
一
回
目
の
介
護
教
室
は
、
七

月
二
十
三
日
中
沢
地
区
、
七
月

二
十
四
日
広
瀬
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

◆
介
護
教
室
の
主
な
目
的
は
次

の
三
点
で
す
。

①
蓬
田
村
の
高
齢
者
の
実
態
を

知

る
。

②
介
護
・
看
護
技
術
を
習
得
す

る
。

③
蓬
田
村
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
盾
用
方
法
を
知

る
。

◆
一
回
目
の
介
護
教
室
の
状
況

二
日
間
で
二
十
一
人
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
蓬

田
村
の
高
齢
者
の
実
態
、
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況
が
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
蓬
生
園
か

ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

老
人
の
介
護
方
法
と
し
て
「
看

護
・
介
護
の
心
構
え
」
が
話
さ

れ
、
介
護
の
実
技
指
導
と
し
て

車
い
す
の
使
い
方
を
学
び
ま
し

た
。車

い
す
の
使
い
方
に
つ
い
て

は
、
参
加
者
が
お
互
い
に
介
助

す
る
側
、
介
助
さ
れ
る
側
の
役

を
演
じ
、
車
い
す
を
ど
う
扱
え

ば
両
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
を
真
剣
に
学

ん
で
い
ま
し
た
。

１。対 象 者　　●蓬田村に住んでいる一般住民

●介護にあたると予想されている人

●現在、介護している人

２．実施時間　　平成10年７月～10月中に２地区で月 工回

のペースで開催

３．会　　場　　中沢地区公民館・広瀬地区公民館

４．日　　程　　18時　　　受け付け、健康相談、

健康教育

18時30分　開会のあいさつ

オリエンテーション

18時40分　介護教室

講話と実技指導

19時50分　質疑応答

20時　　　閉会
※次回の開催日や内容につきましては、開催日近くになり

ましたら、回覧でお知らせします。

保健コーナー9

あなたも介護教室に参加してみませんか！

車い すの 使用 方法 を 聞いた 後は
さあ 、 みんな で挑 戦 ！



第7回デュアスロンINよもぎた大会

お知らせ

1998年９月13日（日）A M11 : 00 スタート

ゴールの向こうに
何かが見える

RUN　　　5km
BIKE　　30km

RUN　　　5km

ボランティア大募集

実行委員会では、この大会ボ

ランティアを大募集しています。

ご協力をお願いし ます。

※当 曰、ボランティアの方には

昼食、Ｔシャツ、キャップ を用

意しています。

【お問い合わせ先】

蓬田村観光協会

127-2450

お知らせ情報局 1

0

報
情 局

項　　 目　　簡易小曰資金

保証金額　750 万円
期　　 間　　５年以内

貸付利率　 年率　5. 00% 以 内

保 証 料　　年率　0.85%  (0.80%)

そ　の　他

月／曰 行　　　　　　　　　　　程 食事 宿泊

9/1!)
(上)

蟹田駅 一 蓬田駅一 青森駅一 浅虫温泉駅一 二戸駅=
7 : 5･1頃　　　8:OI頃　8:12 頃　　8:59頃　　10:31頃

朝×

昼○

夕○

浄土ヶ浜

パーク
ホテル

O193－

62－2321

一 久慈(昼食)=ｸ､ 慈琥珀記念館= 北山崎= ホテル
17:30 頃

9/20
（曰）

ホ
テル= 浄土ケ浜= 田老= 竜泉洞＝ 早坂高原＝岩洞湖＝盛岡

8:15頃　　8 :30　　9 :10　10:00～12:30　　　　　　　H:30頃

朝○

昼○

夕○

★各駅フリー

盛岡駅　　 盛岡駅 一 浅虫温泉一 青森　　　 蓬田 一 蟹田駅
16:30 集合　17 : 02頃　　19 : 45頃　20 : 08頃　20 : 28頃　20:42 頃

蓬 田 駅 号

陸中海岸と龍泉洞の旅

融資のご案内

地元企業の繁栄を支援する保証制度

蓬田村では、青森県信用保証協会と、中小企業者の事業

資金にかかる借入を円滑にするため、次の特別保証制度を
実施しています。

無担保保証の場合は、保証料率を0.05％引下げし負担の

軽減を図るとともに、地元企業者のご利用しやすい制度と
して、きめ細かな対応をしていくことになっています。大

いにご利用ください。

特 別 保 証 制 度

（　）は無担保保証の料率です。

○無担保、無保証人制度も扱っています。この場合の保証料率

は0.68％と一層引下げした取扱いとなっています。

【お問い合わせ先】

蓬田村役場企画課 霞（内線283)

０旅行期曰　　平成10年９月19曰（土）～20曰（曰）

○募集人員　　40人　　　※最小催行人員　30人

○旅行代金　　36,000円

○お申込金　　12,000円　　　※旅行代金に充当します。

○募集締め切り曰　　９月５曰（土）

※満員になり次第締め切ります。

※道路状況、天候等により変更になる場合もあります。なお

宿泊施設は男女別相部屋となります。

※団体臨時列車につき時間が変更になる場合もあります。

※出発時間の30分前までお集まりください。

【お問い合わせ先】

ＪＲ蓬田駅　図27-2019



児
童
川
柳

第
８
回

題
　
「
首
」

天
位
　
４
年

山
舘
紗
織
さ
ん

ペ
ン
シ
ル

●
佳
作
　
こ
わ
い
よ
る
お
ば
け
が
く
る
よ
ま
よ
な
か
に
　
　
４

年
　

秋
田
　

仁
美

ふ
し
ぎ
だ
ね
い
ち
ば
ん
な
が
い
く
び
は
だ
れ
　
　
３

年
　

大
宮
　

哲
也

く
び
の
ほ
ね
ま
わ
せ
ば
ま
わ
る
べ
ん
り
だ
な
　
　
５

年
　

大
宮

亜
由
美

長
い
首
短
い
首
と
さ
ま
ざ
ま
だ
　
　
　
　
　
　
　

５

年
　

佐

々
木
琢

磨

は
い
き
ガ
ス
す
う
と
あ
ぶ
な
い
い
け
な
い
よ
　
　
３

年
　

八
戸
有

佳
李

く
び
か
し
げ
な
に
か
か
ん
が
え
つ
か
ん
だ
よ
　
　
４

年
　

相
内
香

奈
江

く
び
を
ナ
イ
フ
で
さ
し
た
ら
つ
か
ま
る
ぞ
　
　
　
３

年
　

古
村
　
　

正

さ
む
ら
い
は
し
よ
け
い
で
ね
首
を
き
る
　
　
　
　

３

年
　

青
木
　
　

彬

フ
ラ
ン
ス
で
わ
る
い
ひ
と
に
は
く
び
を
き
る
　
　
５

年
　

青
木
　

理
香

さ
ら
し
首
見
て
し
ま
っ
た
た
た
ら
れ
る
　
　
　
　

３

年
　

久
慈
　
　

楓

ろ
く
ろ
く
び
よ
る
に
な
っ
た
ら
お
そ
う
ん
だ
　
　
１

年
　

福
井
　
　

徹

ど
う
し
て
も
く
び
の
ひ
み
つ
が
し
り
た
い
な
　
　
３

年
　

福
田
　

恭
平

く
び
な
が
い
そ
ん
な
か
ん
じ
が
す
る
ん
だ
よ
　
　
３

年
　

張
間
　

紀
成

く
び
つ
り
は
い
け
な
い
じ
さ
つ
あ
ぶ
な
い
よ
　
　
３

年
　

松
本
　

怜
巳

は
り
ね
ず
み
く
び

が
な
い
の
か
あ
る
の
か
な
　
　
３

年
　

古
川
　

直
美

●
五
客
　
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
し
よ
け
い
で
く
び
を
き
る
　
　
５

年
　

津
島

友
里
恵

に
ら
め
っ
こ
テ
ス
ト
に
じ
っ
と
首
か
し
げ
　
　
　
４

年
　

南
　
　

将
俊

お
ち
こ
ん
で
首
つ
り
を
し
ち
や
い
け
な
い
よ
　
　
６

年
　

八

幡
　

郁
美

地
球
に
い
ろ
ん
な
人
の
く
び
が
あ
る
　
　
　
　
　

４

年
　

大

宮
　

由
子

金
メ
ダ
ル
く
び
が
に
っ
こ
り
わ
ら
っ
て
る
　
　
　

２
年
　

大

宮
由
紀
子

☆
人
位
　
大
切
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
し
て
る
お
母
さ
ん
　
　
　
　

４

年
　

坂

本
友
紀
乃

☆
地
位
　
く
び
つ
り
は
み
ん
な
の
か
ぞ
く
か
な
し
む
ぞ
　
　
４

年
　

八

戸
　
　

結

☆
天
位
　
道
ば
た
の
た
ん
ぽ
ぽ
つ
ん
で
く
び
か
ざ
り
　
　
　
４

年
　

山

舘
　

紗
織

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ
き
蓬
石
さ
ん

今
回
の
投
句
は
一
四
二
首
。
毎
回
句
を
選
ん
で
お
り
ま
す
が
、
恐
ろ
し
さ
苦
し
さ
の
中
に

楽
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
句
の
内
容
が
よ
く
分
か
る
の
で
す

が
、
説
明
し
す
ぎ
て
い

る
句
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
川
柳
は
端
的
に
表
現
す
る
の
が
秘
け
つ
で
す
。
ど
う
し

て
自

分
の
心
を
読
者
に
伝
え

る
か
が
課
題
な
の
で
す

。

人
位
　
句
の
中
に

「
首
」

と
い
う
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
し
て
い

る
立
派
な
首
が
見
え
ま
す
。
（
こ
れ
を
、
課
題
読
み
込
み
不
可
と
言
い
ま
す
。）

地
位
　

最
近
、
低
学
年
の
自
殺

が
よ
く
報
道
さ
れ
ま
す

。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
み
ん

な
が
不
幸
に
な
り
ま
す
。
強
い
心
の
持
ち
主
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

。

天
位
　

学
校
の
帰
り
で
し
ょ
う
か
。
タ
ン
ポ
ポ
の
首
飾
り
が
光
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
心

が
そ
の
ま
ま
涜
ま
阿
で
い
て
阯
乃

じヽ
を
叮
ち
ま
し

乞
・

テレホンガイド

役　　　場　27-2 川

教育委員会　31-3200
FAX　31  -3201

中央公民館　27-2076

ト レ セン　27-3010

野　球　場　27-3090

よもぎ温泉　27-2170

保　育　所　　　27-2180

幼　稚　園　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　27-2038

社会福祉協議会27-2828

９　SEPTEMBER

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

9月行事予定表

開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時間 担　 当

９／２ 水 陶芸教室 中　央　 公　民　 館 9 :00 中 央 公 民 館

７ 月 書道教室 // 13 : 30 ﾉ/

９ 水 陶芸教室 // 9 :00 μ

10 木 敬老会 ト　　レ　　セ　　ン 10 : 00 福　　祉　　課

13 日 第７回デュアスロンinよもぎた大会 総 合 グ ラ ン ド 11 : 00 観　光　協　会

14 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30 中 央 公 民 館

15 火 第６回青森県民駅伝競走大会 青　　　 森　　　 市 12 : 00 社 会 教 育 課

16 水 陶芸教室 中　央　 公　民　 館 9 :00 中 央 公 民 館

21 月 書道教室 // 13 : 30 μ

25 金 狂犬病予防注射 村　　内　　一　　円 福　　祉　　課

28 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30 中 央 公 民 館

30 水 陶芸教室 /7 9 :00 μ

X/ μ 幼児育児教室 // 9 :00 福　　祉　　課

児童川柳／行事予定表1
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戸 籍 の

窓　　 囗

人 口 と 世帯 数

（ ７月31 日現 在）

総 人 口　3,  726人

男　　1,  762人

女　　1,  964 人

世帯 数　1.094JJO

お誕生おめでとうございま寸

第53回青森県民体育大会

卓球部、村の部３位！

第
五
十
三
回
青
森
県
民
体
育

大
会
が
、
八
月
八
日
か
ら
九
日

ま
で
弘
前
市
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
村
選
手
団
三
十
名
は
、
三

種
目
に
出
場
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

卓
球
は
、
二
回
戦
ま
で
勝
ち

進
み
、
三
回
戦
田
舎
館
村
と
対

戦
、
善
戦
し
ま
し
た
が
惜
し
く

も
敗
れ
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

野
球
は
、
一
回
戦
佐
井
村
を

下
し
、
二
回
戦
、
卓
球
と
同
じ

く
田
舎
館
村
と
対
戦
し
敗
れ
た

も
の
の
、
三
対
○
と
リ
ー
ド
さ

れ
た
中
盤
、
一
点
返
し
追
い
込

み
を
見
せ
る
な
ど
観
衆
を
わ
か

せ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
健
闘
し

ま
し
た
が
予
選
敗
退
で
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

み
ー
つ
け
た

1

2

0

編
集
後
記

戸
籍
の
窓
口
に
は
、
前
回
掲

載
で
き
な
か
っ
た
四
月
受
付
分

の
皆
さ
ん
も
載
っ
て
い
ま
す
。

遅
く
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び

し
ま
す
。

＜４月受付分＞

工藤　ミサ　 （長　科　84歳）

＜７月受付分＞

久慈　 繁三　 （広　瀬　81歳）

矢嶋仙之助　 （中　沢　85歳）

中野　鐵雄　 （瀬辺地　63歳）

古川　敬吉　 （長　科　82歳）

おくやみ申し上げます

わかな　　　　
ｙＬ　　゙‾

坂本　 若菜　 （ 回jｿ ⊃ 回

佐井 患纖　 侫　 孥　 長 女

心 みÅ:　 匸 言
子　

長女

木戸 脳1　幃 丿半 長女

加藤　　宣 （M ⊇ 露

＜７月受付分＞

く４月受付分＞

八戸孝二さん（阿弥陀川）の庭で紫木蘭を見

つけました。

紫木蘭は春の花ですが、ヤマセの影響なのか、

今ごろ花を咲かせていました。

やはりヤマセには勝てないのか。

み～つけた／戸籍の窓口 1
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